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ちば環境情報センター代表の小西由希子氏はパート
ナーシップの重要性を熱く語った
（田中正彦氏撮影、６月23日）
最終回まで大勢の方が参加して下さった
（田中正彦氏撮影、６月23日）
「21世紀の環境を考える －環境資源を伝え遺すために－」50
「環境の世紀」といわれる21世紀の幕が開きました。東京情報大学では、1999年（平成11年）に
「21世紀の環境を考える」のテーマで公開講座を開催しました。地球環境問題が大きく取りざたさ
れていましたが、地球の問題も地域の問題から考えようという問題提起でした。
平成11年度前期公開講座「21世紀の環境を考える」（６月20日、27日、７月４日）
地域環境から地球環境へ（東京情報大学　原慶太郎）
谷津田からみた地域環境（千葉県立中央博物館　中村俊彦）
地域環境と緑のまちづくり（東京農業大学　進士五十八）
さて、その21世紀を迎えた現在、地球の人口はさらに増大し、地球温暖化の兆候も変わっていま
せん。宇宙船「地球号」が順調に航海を続けることができるのかどうかは、今世紀の針路（それも
世紀最初の10年間の針路）にかかっています。講座を開いた３年前と現在とで、何が変わって、何
が変わっていないのか。東京情報大学では、改めて「21世紀の環境を考える」として、環境の問
題をテーマにみなさまと一緒に考えてみることにしました。
本学では、平成12年度から文部省（現文部科学省）の助成をうけて「学術フロンティア研究計画」
が始まりました。この計画は「アジアの環境・文化と情報に関する総合研究」というタイトルで、
米国航空宇宙局（NASA）の衛星データを直接受信してアジアそして地域の環境をモニタリングす
るとともに、これらのデータをインターネットを介して広く公開することによって、環境に関する
情報を共有して、人と情報のネットワークづくりに取り組もうとするものです。
今回の公開講座では、アジア、日本、そして千葉で生じている環境問題を取り上げ、その現状に
ついて講演すると同時に、広く市民の方々の参加を得て、様々な分野の人々のパートナーシップつ
くりを通した問題解決の方途を探っていきたいと思います。
講座では、次の５人の演者にそれぞれの立場から環境に関する問題点や解決の糸口を講演してい
ただきます。
平成13年度公開講座「21世紀の環境を考える」（６月９日、16日、23日）
第１回
アジアの環境・情報・文化（環境情報学科　原慶太郎）
衛星データがとらえるアジア・日本・千葉（環境情報学科　須純一）
第２回
千葉の抱える環境問題　－里山・谷津田・干潟（環境情報学科　ケビン・ショート）
第３回
環境をマネジメントする　－ISO環境規格（環境情報学科　岡本眞一）
環境保全活動とパートナーシップ（ちば環境情報センター　小西由希子）
環境問題の主役は、あくまでも私たち個人一人ひとりです。一人のやれることには限界がありま
すが、個人の一歩がなければ何にも始まりません。そして、できればその一歩は適正な方向への一
歩にしたいものです。さらに、人と人、人と組織が「つながり」をもって、大きな歩みになればこ
の上もないことです。この講座をとおして受講されたみなさまが21世紀の環境に想いを馳せ、情報
を共有して、さらにさまざまなかたちで「つながり（パートナーシップ）」をもつことができれば、
企画に携わったものとして大きな喜びです。東京情報大学がそのささやかなお手伝いができればと
思っています。
企画の意図
